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1. はじめに 

 マイワシ太平洋系群の資源は近年中位増加の状

態にあり, 三陸常磐沿岸域での定置網による漁獲

量が増加している. 沿岸水温情報を活用してマイ

ワシの定置網入網時期を予報するための手法を開

発し, テスト運用を開始したので紹介する.  

2. 材料と方法 

用いた沿岸水温は, 1995年～2019年6月におい

て北水研, 青森県, 岩手県, 宮城県, 福島県, 茨

城県が東北太平洋沿岸域で継続的に計測している

定地水温と, 2008年以降において東北ブロック沿

岸水温速報により公開されている表層水温である. 

用いた水揚量の元となったデータは, いわて大漁

ナビ, 宮城県新総合水産行政情報システム, 茨城

県水産試験場漁獲情報システムから抽出した 1995

年～2019年 6月の日別マイワシ定置網水揚量であ

り, 市場別の旬別水揚量と有漁水揚量年間平均

（以下, 年平均）を求め, その比を水揚指数とし

た. 解析対象は, 北から順に, 岩手県 7市場（久

慈, 宮古, 山田, 船越, 大槌, 釜石, 大船渡）, 

宮城県 2市場（女川, 石巻）, 茨城県会瀬定置の

主要 10 市場とした.便宜上, 地理的に近い山田, 

船越, 大槌及び釜石を三陸中部, 女川及び石巻を

宮城としてまとめ, 漁期予報を６海域で試行した. 

水温下降期（9月～翌年 3月）を南下群, 水温上昇

期（4月～8月）を北上群とした. なお, 会瀬は同

様の分離ができなかったが南下群として扱った. 

漁期は 2 旬以上継続して年平均以上水揚げされた

時期とし, 各群について 4旬連続して年平均未満

になった後最初に年平均以上になった旬を開始旬, 

最後の漁期の終了を終了旬とした. 漁期の水温は

市場の近隣に位置する水温観測地点の水温の旬平

均値から求めた. ここではマイワシ太平洋系群の

資源量が増加し, 三陸常磐海域での定置網水揚量

が増加した 2013年以降に着目した.  

3. 結果 

南下群は久慈市場を除けば, 全体的に毎年水揚

げされ, 水揚量が増加している. 一方, 2018年以

降には北上群も見られるようになり, 南下群と同

様の水揚量となっている. 特に宮城では水揚量の

増加とともに漁期が周年化する傾向が見られた. 

南下群の最初の開始時期に着目し, 過去 3年間

の漁期開始水温から当年の漁期開始旬を予測する

模擬予報を実施した. 2016年以降の 3年間につい

て久慈を除く 5 海域における漁期開始旬の予測誤

差（RMSE）は, 1.7旬～5.4旬の範囲にあり, 平均

2.7 旬であった. ある程度の有用性を認めたこと

から、2019年 12月 12日にテスト運用を開始した

（図 1）. 

4. 考察 

近年の定置網水揚量の増加にともない, 漁期の

周年化や北上群の形成など変化が認められること

から, 今後の動向について調査・観測を継続して

知見を蓄積し, さらなる漁期予報手法の改善を図

る必要がある. 

 

図 1. マイワシ漁期予報テスト運用開始の通知 


